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保育園時に脳外科手術を受けた女子中学生の苦悩と心の成長
小 山 充 道（藤女子大学 人間生活学部 保育学科)
本論文は13歳11ヶ月の女子中学生の事例研究である。彼女は乳幼児期に脳障害に罹患し
た。彼女は思春期にあり、学級内ではクラスの男子生徒からいじめを受け心理的な苦悩が増
大していた。面接期間は２年６ヶ月間、面接は全部で87回実施された。
筆者はスクールカウンセラーの立場でクライエントと対面した。面接はクライエント自身
が求めたものだった。本報告ではクライエントとスクールカウンセラーの関わりに重点をお
き、面接過程については思いの心理療法（小山；2002a）の視点から検討した。彼女は中学３
年間をかけて〝自分"という存在に真摯に向き合い、困難を乗り越え希望する高校へ進学し
た。
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１．問題と目的
村山（2007）によれば、スクールカウンセラー（以
下 SCと略す）制度は1995年４月から実施され、実施
当初は各都道府県に小中高各１名ずつ計３名が配置さ
れた。SCの配置の方式にはいくつかある。配置された
学校の生徒、教職員、保護者がその対象となる単独校
方式、配置された学校を拠点として、その周辺のいく
つかの学校もその対象とする拠点校方式、そしていく
つかの学校を定期的に巡回する巡回方式などである。
実際には主として心理療法を業務とする臨床心理士が
SCとして聖域視された公教育の現場に教育改革の一
環として外部の専門家として投入され、教師と連携し
ながら児童生徒に資する援助を行ってきている。2015
年度は旧文部省のスクールカウンセラー活用調査研究
委託事業が始まってちょうど20年になる。
東山（2002）は学校臨床で心理療法家が SCとして貢
献できる最大の特質は「専門家として子どもの心がわ
かること」だと言う。また「学校において児童・生徒
の心がわかり、子どもと接している現場を教師ととも
に体験できることが、教師に SCの意味を理解しても
らえる最大の利点だ」とも記している。筆者も錯綜と
した思春期・青年期の心をわかることが心理療法家の
本来の仕事だと考えている。筆者は対話を用いた〝思
い"を重視する心理療法を「思いの心理療法」と呼ん
でいる（小山；2002a）。Rogers,C.R.（1942）はハー
バート・ブライアンのケースでクライエントの思いを
取り上げている。本療法では、相談過程において相談
にかかわる者すべてにそれぞれの思いがうごめき、面
接が深まるにつれその個々の思いが深まり、その個々
の思いの深まりそのものが心理的回復を反映すると考
える。橋爪ら（2005）は、「苦しむ→ふれる→つかむ→
収める」という思いの深化の４つの過程を「心がなお
る過程」ととらえ、本過程は「人格をつくりあげてい
く心の単位」と仮定した。つまりこれが心理療法の効
果を見る指標となるという指摘である。岸田ら（2006）
はこの思いの心理療法を用いてADHDの青年に対す
るセラピーを行なったが、要となるのは目で確かめよ
うもないほどの微細な心の変動の把握である。小山
（2015）は、思春期にある女子に対して自分描画法
（Self-Portrait Method；以下 SPM と略す）を用いた
心理療法を行った。その結果、思いが深まる４つの段
階は治療展開過程と同期することが示された。面接で
大切なのは来談者の思いは「どのような思いなのか」、
その「思いが深まる過程」はどのような展開を示して
いるのか、援助者の来談者に対する理解の深まり（こ
れを筆者は「わかりのループ」と呼んでいる（小山；
2002b）」）はどのような展開を示しているのか、今クラ
イエントの「どのような心がうごめき」、「どのような
心理的力が必要なのか」を見立て、より深く理解する
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ことが、心理的回復への手立てになると考える。思い
は心の深層より湧いてくるもので、知性で作り上げら
れるようなものではない。思いは深められないと人の
心の豊かさにつながらない。
本事例は幼児期の脳障害に付随する心理的な苦悩が
思春期に発現したケースであり、中学３年間をかけて
〝自分"という存在に真摯に向き合ったある女子生徒の
心理療法記録である。〝Clの思い"に焦点づけて以下に
記す。
２．事例の概要
【クライエント】Ｋ子さん（以下 Clと略す）、13歳
11ヶ月、中学１年生女子。
⑴ 生育歴・現病歴
現病歴について入学時に家族から得られた資料によ
ると、Clは５歳のとき頭蓋内胚細胞腫瘍で脳外科手術
を受け、その際骨髄移植を受けた。現在も月１回通院
中。薬は朝夕毎日飲んでいる。この他にホルモンに関
わる注射を１日１回自分で打つ。さらに半年に一度、
専門病院へ通院するという毎日を送っている。留意事
項には、頭部への打撃は避ける、易疲労、手術の影響
でホルモン分泌が不十分なため第２次性徴の出現を見
守る必要があること、季節の変わり目に喘息が出やす
い等があげられる。Clは入学時より医療的保護を考慮
すべき生徒であった。家族の心配は、「小学校在学中、
悪口を言われたりしていじめにあっていた。中学でも
いじめが続いている。友達関係をうまく築くのが苦手
なので配慮をして欲しい」と、「いじめへの対処」およ
び「配慮」の２点にあった。生育歴については、「産み
の母親は Clが小学校２年生のときに病死。父親は昨年
の12月再婚。現在家庭関係はうまくいっている」との
ことである。担任のＡ先生との話では「クラスでは物
静かだが、クラスの女子が声がけをしてくれている」、
「いじめの対象になったことがあったが、これについて
は指導済み」とのこと。Clは「走るのは遅いが走りき
ろうという意欲はある」との話が、筆者の心に残った。
⑵ 面接目標
〝思い"を重視する心理療法（小山：2002）では、あ
る思いに苦しむ⇨思いにふれる⇨思いをつかむ⇨思い
を収めるという思いの深化に関わる４つの過程に着目
する。いじめられているという思いに焦点を当てた場
合、面接では Cl自らが「私はいじめられている」とい
う苦しみが自分の心の中に存在することを苦しいこと
ではあるが自覚し、次に「いじめられる」ことに伴う
つらい感情にふれながら、「いじめられることで何かし
ら体験する心の動き」にもふれる。そして「いじめら
れる」ことに関わる諸々の思いをつかもうとし、最後
に「いじめられた」という思いをどこかに収める心の
過程を心理的に支えていく。その際、「いじめを消し去
るのではなく、いじめに向き合える力を養う」ことに
全力を傾ける。
⑶ 面接の枠組み
SCは当校に赴任する際、事前に学校側と次のこと
を打ち合わせた。６時間ある授業時間中の相談は個別
相談（家族同席もあり）、それ以外は自由相談とし、こ
の他に相談室にあるパソコンを用いたメール相談、そ
して随時の電話相談も受けることにした。保健室前に
「むすぶちゃんポスト（名称は生徒より募集し決定）」
を設置。この投書箱へ手紙投函で SCと文通するとい
う形態での相談も可能とした。個別相談希望の場合は
担任か養護教諭をとおして事前に相談予約するか、保
健室前に設置した相談予約ボードに自分で時間指定す
る（実際はその授業時間欄に○印を記入する）ことで
予約完了とした。後者の場合は、相談前に養護教諭か
担任に面接予約をした旨の報告をするだけでよい。ま
た相談時間中は授業に出席できないが、学校側と打ち
合わせた結果、この時間はすべて授業出席扱いとする
ことになった。これを全生徒および保護者対象に毎月
発行している相談室便りで全生徒に伝えた。SCとの
相談はすべて授業時間のいずれかを Clが選択し、それ
を担任が認め実施するという学校公認相談であった。
相談室の名称は生徒より募集し、命名された。相談室
は24畳ある和室で、以前はお茶室だった。Clの来談は
すべて Clの自発意志による。
３．面接過程
面接期間は初回面接［♯１と略す］から最終面接の87
回目［♯87］まで２年６ヶ月余り［?～?年と記す］
であった。面接回数はこの期間に実施した Clへの面
接、父親面接、教員との面接すべてを通算したもので
ある。
SCは担任のＡ先生から直接面接を依頼され、面接
を開始した。面接は Cl自身が求めたものだった。これ
以降、SCはＡ先生、特別支援学級担任Ｂ先生、保健室
で Clとしばしば会う養護教諭Ｃ先生と連携を保ちな
がら面接を展開することになった。SCの主たる連携
先はＣ先生であった。ここでは「Clの思いの深まりと
SCの関わり、描画展開」をスクールカウンセリング環
境という枠組で報告する。思いの心理療法の枠組によ
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り、面接過程を以下の４期にわけた。記述にあたって
は、Clの思いに関わる部分と諸経過について記した。
第１期：～という思いに苦しむ段階［♯１（?/9/3）
～♯23（?/4/22）：７ヶ月半］。
Clは初回面接♯１（?/9/3）で、「クラスの女子から
悪口を言われてショックを受け、教室に入りづらい」
と SCに伝えた。話し言葉は小声で短く、我慢している
様子が伝わった。表情は柔らかいが、目をそらしたと
き重く沈んだ印象があった。Clは誰かの援助を求めて
いると感じた。♯２（?/9/10）で SCは Clの生育史の
聴き取りと親との連携を目的とし父親と面談した。母
親は急用があり来談できなかった。父親は呼び出され
たことを訝しがり警戒の表情を示したが、SCの態度
を見て徐々に打ち解けた。父親は医師も娘の問題が心
に関わることなら自分にはわからないといって取り
合ってくれない、娘の病態を理解してくれない人が多
くて周囲に不信感をもっていると嘆く。父親はあらか
じめ持参した Clの病歴をメモにまとめ、SCに提示し
た。そして「娘（Cl）は自分と似ていてあまりものを
言わない。人と話すのが苦手で悪いところが似たもの
だ」と苦笑。「男一人で娘２人を育てた」と言い、「娘
を理解してくれる人を探している」と述べた。父親に
は悲嘆、嫌悪、不安、無力感が漂っていた。この回、
父親は SCと連携を図っていくことを了承した。
♯３（?/12/3）では SCは Clとパズル、ゲームをし
て過ごす。Clに尋ねると、靴を隠されることは今でも
ときどきあるという。チラリチラリと SCに視線を向
ける。SCはどんな人かを見ているようだった。♯４
（?/12/17）で SCはおもむろに SPM に誘った（１回
目描画）。♯７(?/1/28）で Clは SCを２度誘った。「ね
え、６時間目おわったら一緒に帰ろう？」と。「帰りた
いけど、仕事があるのでむずかしい」とやんわりと断っ
た。できればずっと相談室にいたい、そう言いだしそ
うな雰囲気があった。のんびりくつろいでから退室。
♯８（?/2/8）に父親からメールを受信。Clがクラス
メートから受けていたいじめの内容を伝えた。「デブ」
と呼ばれる、机に「デブの席」と書かれる、上靴を隠
される、靴の中に雪玉を入れられる、廊下ですれ違い
ざまにサッと離れたり、ばい菌ごっこをされたりした
という。さらに３日前、誰かが教室の机に「死ね」と
ホワイトボード用のマーカーで書いた。「死ね」という
落書きは「デブ」等とは次元の違う内容だと怒りを覚
えたこと、また Clにとって「死」とは母の死、入院時
体験した友の死と、生徒が使う「死」と意味が違うと
も記した。この件でＡ先生は授業を３時間潰して、一
連のいじめについて生徒に問いただした。「死ね」と書
いた子は特定できなかったが、各種の陰湿な行為をし
た生徒は特定できた。その生徒に対しては直接詫びさ
せる、手紙を書かせる等で、Clに謝りの気持ちを伝え
るようにした。さらにＡ先生は臨時の学級 PTAを開
いて問題を検討したいと述べたが、父親はその前にＡ
先生に直接会って話を聞きたいと申し入れ、複数の先
生が集まり話し合う場が持たれた。２月５日、Clはほ
ぼ保健室へ行ったままで、翌日も半分以上は保健室で
過ごし、両日とも校長先生らと一緒に給食を食べた。
校長先生も Clのことを気にかけていた。Clの面接状
況については、SCから教頭および校長先生に随時伝
えた。父親の情報では「７日は少し落ち着いてきて給
食は教室で食べた。優しく声をかけてくれる人もでき
た」という。Clが父親に伝えたのだろう。そして結び
の言葉は「小山先生（SC）が相談室へ来る時は娘（Cl）
がまた行くかもしれませんが、よろしくお願いします」
とあった。
♯９（?/2/10）の１時間目、SCはＡ先生から「クラ
スでこの件を皆で話し合った後から、生徒から Clに仕
返しがある」という話を聴いた。Ａ先生は今、クラス
全員の責任だとして積極的にクラスでこの話を取り上
げている。SCはＡ先生と、その都度話し合いをもつよ
うにした。この日、Clは６時間目に来室した。Clは「放
課後までずっといていい？」と尋ね、SCは了承した。
居場所を相談室に求めていることが伝わった。Clから
「一緒に帰ろう」という積極的な誘いがあった。Ｃ先生
と話し合った結果、今日は Clの自宅まで一緒に帰るこ
とにした。Ｋ駅で降り、歩く。自宅近くまで来ると、
Clは「もうここでいい。今日はありがとうございまし
た」と大きな声ではっきりと言った。SCは「これでよ
かった」と思った。Clは心細かったのだろう。
SCより初めて父親宛てにメールを送信〔♯10（?/
2/11）〕、その後からメールの交換が始まった。父親よ
り再びメールを受信〔♯11（?/2/13）〕。Clは少し落ち
着いてきて学校の教科書もようやく広げるようになっ
たこと、その前までは退行現象なのか小３の次女と
ずっと一緒に遊んでばかりいたこと、今朝も朝からの
部活を楽しみに登校したこと、SCに心配をしても
らって申し訳ないこと、クラスの２人の親から電話が
あり、自分の子どもがいじめに参加してしたことで、
親子で謝りに行きたい旨の申し出があったが、Clも折
角落ち着きを取り戻しつつあったので、子どもさんに
学校で Clに直接話してほしい旨を話したこと等を伝
えた。大人がいじめを理解できないでいることへの落
胆を表明。最後に「ご心配ただいて本当にありがとう
ございます。これからもアドバイスよろしくお願いし
ます」という結びがあった。♯16（?/3/5）で SCより
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父親宛てにメールを送信。学校側と相談した後、次年
度のクラス編成に関して SCが父親の意見を聴くこと
になった。普通クラスと特別支援学級への所属という
選択があるが、Clの今の状況をつかんで、最も有効な
環境を整えることが大事で、Clの意向をふまえて SC
が動くことを伝えた。SCはこの件で、学校関係者と相
談中であった。その後、父親からのメール〔♯18（?/
3/11）〕では、Clは現学級に在籍しながら特別支援学級
にも通うかどうかについて迷いがあった。「簡単な知能
テストのようなものも近々やって下さるとのことで、
まだはっきりとは親も先生も方針を決めかねておりま
す。私はみんなと一緒に授業を受けられることを希望
しますが、どうも Clは特別支援学級へ行きたがってい
るようです…Clは、先週１日だけ『登校拒否』で休み
ましたが、あとは通常通り通学しています。よろしく
お願いします」と伝えた。同日実施された Clの日本版
WISC-?結果はVIQ77、PIQ79、FIQ76だった。実
力テストの成績は思うように点がとれないが、Clが
もっている生活全般にわたる知的能力は日常生活観察
からすると、検査結果よりもはるかに高いと思われる。
♯21（?/3/12）で SCは父親へメールを返信。相談室
では自分で調整をとりながら学校生活を送ろうとして
いる気持ちが伝わること、今後とも何か支えになれれ
ばと思っていることを伝えた。
♯22（?/4/8）は Clが２年生になって最初の面談
だった。「いじめを受けている。クラスに入るのが
ちょっと怖い」と訴える。SCはじっと聴いた。♯
23（?/4/22）では音楽室に SCを連れて行き、Clが座
る机を見せた。「学校へ来るな。でぶ?」とマジックで
書いてあった。Clは自分のことと関連づけ、いじめの
再現と受け取った。退室時、「お父さんは怒るから嫌い」
とつぶやいた。まだ不快な出来事は嫌な思いとしてあ
る。
第２期：「～という思いにふれる」段階［♯24（?/
5/13）～♯42（?/11/11）：６ヶ月］。
♯24（?/5/13）では「父親はドリルをしろとうるさ
く言うけど、今日はドリルを持ってこなかった」と苦
笑。父親に逆らった。♯27（?/6/10）で Clは「一緒
に帰ろう」と SCを誘った。これで２回目。SCは即座
に「一緒に帰ることが必要なときだ」と判断し、一緒
に下校することにした。Clは郵便局近くで急に身を隠
すような素振りを見せた。小声で「あ、お父さんだ?」
と言った。それが人違いだとわかり、Clはホッとした
様子を見せた。下校時、父親とは会いたくない様子あ
り。途中、両親について次のような話しをした。母親
がくじでペア宿泊券を当てた。「お父さんとふたりで富
士山を見てくるから子どもは家にいなさいと言う。も
う、ひどいこと言うんだから」と苦笑。実母は Clが小
学校４年生のとき乳がんで死去。夏休みに実母の故郷
Ｔ村まで一人で歩いていくつもりだという。友達のと
ころに泊まるからと嘘をつく予定だという。「前のお母
さんの方がいい…」としみじみいう。実母は Clにとて
も優しかったようだ。Clは優しくされることを求めて
いる。駅周辺でスカート丈が短い女子高生を見た。「高
校はあんな格好で行っていいの？」と驚く。
Ｃ先生との話し合い〔♯28（?/6/17）〕では、以前
父親が Clのベッドで昼寝をしたと妹から聞いたあと
で Clは憤然。気持ち悪がったという話、義母の態度が
父親寄りになり、Clは義母に父に対する不満を打ち明
けることに警戒心を持ち始めた等の話が出た。SCに
は Clは父親に優しくされたいという思い、そして義母
に甘えたい…しかし現実はそうではないという思いが
あるのではないかと思われた。その日の放課後、Clが
来室。「一緒に帰ろう」と誘った。よく相談室を利用し
ている３年生男子と３人で一緒に下校。暑い日だった。
駅でジュースを一緒に飲む。嬉しそうな表情をした。
SCと Clは帰り道が反対だった。SCが先に電車に乗
り出発。Clは向う側のホームのベンチに座って SCに
小さく手を振った。♯29（?/6/24）、♯30（?/7/1）
も Clに誘われ一緒に下校した。駅周辺で高校生同士が
堂々とキスをしている場面に出くわした。SCは病気
で脳下垂体を切除し、ホルモン分泌に課題をもってい
る Clの思春期発現状況が気になっていた。Clは何も
言わず横目でふたりをじっと見た。
♯34（?/9/2）で Clは天井を向いて大の字になって
寝た。めずらしくいびきをかいて寝た。♯36（?/9/9）
で SCは両親と面接した。父親は「自分は短気だ」と
あっさり認めるが、自分を変えるまでもないと考えて
いる。Clの気持ちに沿った話になってくるも、「あの人
（Cl）は主張ばかりする。最近は会話が成り立たない」
と愚痴をこぼす。最後には自分を変えることも必要か
とつぶやいた。母親は夫（Clの父親）が男ひとりで娘
２人を育てた苦労を Clにしたというが、なかなか父親
の気持ちを分かってもらえないでいると言う。母親は
父親を立てるように穏やかに居た。両親との面接終了
後、事前に設定したとおり、Ａ先生、Ｂ先生、Ｃ先生、
特別支援学級担任Ｄ先生、校長・教頭先生、そして SC
が集まり、相談室で Clの心理的現状についての情報交
換を行い、Clを学校全体で守ることを確認。各担当者
間の連携を深めた。
Ｓ市適正就学指導委員会では、「特別支援学級で学び
指導を受ける」、「本生徒の学習のペースに合わせて、
できる限り１対１の対応で時間をかけて学習内容の理
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解をはかり、わかった喜びやできた成就感を味わわせ、
自信や次の学習への意欲をもたせていく」「本生徒を支
え合える仲間作りをし、できるだけ自信が持てる活動
を与え暖かく援助し、人間関係を築いていけるように
する」「生活の中で、できるだけ自発的な行動を引き出
し、社会性の発達を促す」「本生徒にとってできること
から生活経験の拡充をすすめ、生活面の自立を高める
ため家庭と協力して指導する」「家庭との連絡を密にし
て、保護者の不安や不満が本生徒に精神的な緊張や不
安を与えていることを理解させ、まず本生徒のありの
ままを受容していくよう理解をはかる」「医療機関との
連携をはかりながら、すすめていく」こと等を意見と
して文書に記した。Clは現在普通学級に在籍し、週に
１日だけ特別支援学級で学んでいる。この学習形態が
Clにとっては良いようである。
♯41（?/11/4）では赤ペン先生のプリントを持参。
「ここでやる」と言い、SCに答え合わせを求めた。「ど
うしてプリントするの？」と尋ねると、「高校へ行きた
いから」という。「どこへ行きたいの？」と尋ねると、
「お父さんはＳ高校へ行けという。私はＷさん（卒業生
でよく相談室を利用していた）と同じ女子高校へ行き
たい」とはっきり述べた。高校進学をこれほど明瞭に
伝えたのは初めてだった。
第３期：「～という思いをつかむ」段階［♯43（?/
11/18）～♯86（?/3/8）：１年４ヶ月］。
♯48（?/1/3）では父親からお年玉として3000円も
らい貯金したという。何度も「もうお父さん、嫌いに
なった」と怒る。（どうして？）と尋ねると、「お風呂
に入っていたとき、平気で洗濯物を入れにきて、私は
裸を見られた」とか、「私の部屋に入るとき、ノックも
しないで入ってくる」という。「私のプライバシーをど
う考えてるのって言いたい」とプチ怒り。下校時は大
雪。「クラスの生徒が欠席して、その人の給食を届けな
ければならない。あてにしていた人は、今日は自転車
で登校。車で来たと思っていたのに…歩いて帰るのは
大変。なんとかして?」との訴えだった。SCは「無理
…」と応えた。結局 Clはしぶしぶ歩いて帰る決心をし
た。Clは今自分が言いたいことを話せるようになっ
た。
♯50（?/1/27）は Clの運命を変える出来事があっ
た。上級生のＷさんがＮ女子高校を自己推薦入試で合
格。受験を意識し「公立と私立って、どう違うの？」
と尋ねたり、「お父さんはＳ高校へ行けというけど…」
と戸惑ったりする。「高校に進学する」という出来事が、
Clにとって新鮮なのだろう。目を輝かせている。SCと
の関係は密になり、もう遠慮はいらなくなった。「父親
は嫌い」とはっきり言うし、「高校行ってからは家を出
たい」とも言う。♯51（?/2/17）では修学旅行の行き
先である京都御所をインターネットで調べようとする
が、プリンターはインク切れ。「お父さんのパソコンで
印刷すればいいんじゃない」とわざと応えると、「嫌だ
～」と身体を左右に揺さぶり苦笑した。なかなか相談
室を出ようとしない。いごこちがよいのだろう。この
頃は積極的に SCを動かそうとする。
この頃、来談についても事前に授業担当の先生に断
りに行くようになった。あるとき保健室前の相談予約
ボードに４時間目の欄に○印を書いたが、その後誰か
が×に変えたことに立腹。しかしすぐに収まった。い
じめにも耐え、乗り越えるすべを身に付けたような印
象をもつ。笑顔が多い。
♯55（?/5/11）では誕生日プレゼントで、SCが旅
行時買った成田山新勝寺のお守りを手渡した。「ありが
とう」と嬉しそうに受け取った。「○○さん（Cl）のこ
と、お祈りしたからね」と付け加えた。１学期の目標
を書く色紙に、「提出物を期日に出す、進路をしっかり
と考える、約束をしっかりと守る」という３つの目標
を書き込んだ。さらに３年間をとおしての目標として、
「思いやりのある人になる」という SC提案の目標を
Clは採択。Clは「これでいい」と言い納得した。♯
56（?/5/18）では突然「保健のこと話して言い？」と
切り出した。これまでホルモン注射を毎日足に打って
いたが、身長が実母よりも高くなり、これ以上伸びる
と毎日ホルモンを注射するのは危険との医師の判断が
あるという。今は週に１回注射していること、「今日は
生理が２回もあった」ことを伝えた。身体が女性の身
体になってきているようだ。脳の回復を感じさせる出
来事であった。
♯57（?/5/25）で Clは４つの新聞記事を見せた。
Clが小さい頃入院していた小児科病院で、当時入院し
ていた子どもが作詞した歌の披露会があったという内
容の記事（入院中の子どもが綴った作文、詩が掲載さ
れている「電池が切れるまで～子ども病院からのメッ
セージ」（すずらんの会編；2002）という本を提示）、
障害者の旅行を手伝う人が活躍する記事、そして会社
をやめ講習会に出て資格を取得した人ががん患者と話
しをする医療カウンセラーの活躍を伝える記事…いず
れも将来の夢と関わる話しであった。Clは自分の将来
を考え始めている。
♯58（?/6/1）で第２回目の SPM を実施した。その
後ネットで保育士について調べた。「将来、保育士にな
りたい」と言う。Clは相談室にあったビニール袋を職
員室に届けようとしたり、プリンターのインク切れを
Ｍ先生に言いに行ったり、躊躇せず自分から動けるよ
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うになった。♯60（?/6/22）では初めて自分で買った
ノートにイラストを描いた。SPM 施行が引き金と
なったようだ。皿に入ったオレンジの静物画だった。
題は「ガラスの器に入っているオレンジ」。青とオレン
ジの縦縞模様入り皿の中に、２切れのオレンジと１個
のオレンジが入っている絵。「この絵は家で食後に出さ
れたものを、色と形を少しずつかえて描きました。題
と言葉は私が今まで思ったことを言葉にしました」と
前書きし、「器の中に入っているオレンジ。それはあな
たかもしれない。もしそうだとしたら飛び出そう?暗
い場所から?」と記した。「色鉛筆はいろんな色がある。
だからみんな違ってみんないい、とも考えたよ」と話
した。昼休み時間は大勢の生徒が入り乱れて相談室に
やってくる。脱いだ靴が散乱。Clは「靴をきちんと脱
がないのはダメ。下駄箱に入れるようにしてよ」と親
しい男子生徒に向かって言った。その男子生徒は素直
に靴を下駄箱に入れた。Clは「それでよし」と小さく
ガッツポーズ。これ以降、Clは毎回といってよいくら
い絵を描いた。Clにとって描画は自己表現の手段でも
あった。
♯65（?/8/31）では色鉛筆で描いた静物のスケッチ
に詩を付け加えた絵を見せてくれた。「自分の考えを持
て」と書いてある。♯67（?/9/2）では３枚の描画を
提示。うち一枚は真ん中に女の子が咲いた花を手に
持っている絵。「あなたの心を広い世界に…シャボン玉
になって…」と添え書きがあり、女の子のまわりは光
が降り注いでいる。Clの了承を得た後、この絵は相談
室通信に掲載され、全校生徒および保護者の目にふれ
ることになった（図１）。
♯69（?/10/5）で第３回目の自分描画法が実施され
た。
♯70（?/10/12）ではＯ高校の体験入学の話をした。
筆箱とノートをもらい嬉しそう。今回、父親が学校ま
で車で送ってくれたと言う。帰りは電車。父親は近く
PTA主催の音楽会に出演するために練習を始めた。
その姿が滑稽だと笑う。「お父さんは家族皆から嫌われ
ている」と躊躇せずに言う。もう父は怖くないという
感じがした。数学の宿題を一緒にした。ノートには丁
寧な字でびっしり数字が書き込まれていた。相当勉強
しているようだ。その後、PTA主催研究会で父親がビ
デオ撮影役をしっかりとこなしたことを報告。恥ずか
しがるが、まんざら悪い気もなさそう。「恥ずかしい」
を連発。父親の部屋に電気関係の装置あり。装置の配
置を教えてくれた。Clにとって父親の存在感は増した
ようだ。
♯78（?/12/21）では入学志願書を持参。「自己推薦
文書をまとめるのを手伝って」と依頼。一緒に入学願
書に書く文言を考えた。SCはまず Clに話をしてもら
い、そして SCが言葉を補った。Ｎ女子高校の体験入学
で茶道を体験。優しくしてくれたことで茶道にも興味
をもったという。学校の雰囲気もよく建物も綺麗、先
生も生徒も優しかったとのこと。
退室時、Clは一枚の葉書をくれた。裏面には大陸、
地球、虹が真ん中に描かれ、「世界中が一つになる時。
心が一つになる時。虹色のにじが世界をおおう。そし
て…大きな、キセキがおこる。それは、世界中が平和
になることだから」と記してあった。
♯79（?/1/11）では２枚の絵を提示。一枚は後姿で
半身の男女が、片手で一緒にボールを持つ絵。「手話は
心と心をつなぐ、魔法の言葉。もしも、世界中で手話
が使えたら、きっと大きなキセキがおこるはず」と記
した絵を提示。優しいタッチで描いてある。もう一枚
は揺らめく円の中に宝物が６つある絵。「だれにでも大
切な宝物があるはずです。その宝物を見つけることが
できたら、きっとキセキはおきるはず」と記す。〝キセ
キ"という言葉がいつの場合にでも最後に現れる。Cl
は強くキセキを願っている。面接の最後に、Clは徐に
言った。「この前、１年生のときに私をいじめた男子の
脚をちょっとひっかけたの。いっぱい人がいたから誰
だか本人はわからなかったようで、きょろきょろして
いた。よろけただけ。これですっきりした」と苦笑。
３年間抱えていたのだろう。小さな復讐を成し遂げた。
これで、１年生のとき以来味わってきたいじめに関わ
るさまざまな思いは収められた。Ｎ女子高校受験が近
い。「合格したら手帳をプレゼントして?」とねだる。
SCは微笑み返した。SCには〝高校合格"の予感があっ
た。
♯80（?/1/18）では一緒に面接練習をした。いよい
よ明日がＮ女子高校の受験日。Clはすべての問いに素
直に応答。「自分は福祉現場で働く母のように、優しい
明るい人間になりたい。将来は保育士になりたい。高図1 相談室便りに掲載された絵
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校ではインターアクト部に入り、ボランティアや福祉
活動をしたい。中学校では JRCに入っていた。１年生
のときにいじめを受けたが、このときクラス全体で考
えてくれた。それ以来、クラスは優しくなったのが中
学校でいちばん印象に残ること」と話した。実感がこ
もる話であった。Clは SCの携帯電話番号を聞いた。
合格のとき真っ先に教えるとのこと。この日提示した
絵で Clは真ん中に不思議な動物を描いた。添え書きは
次のとおり。「物の見方って人によって違う。人間の良
いところは、一人一人が個性を出せること。その個性
が輝く時、キセキは必ず起こるはず」。絵にはタコのよ
うな生き物が描かれている。わざわざ Clは「何に見え
ますか？ タコじゃないよ」と書き加えている。尋ね
ると「私の中に潜む生き物」と説明した。意味深い表
現だった。
ClがＮ女子高校受験後、Ｎ校から学校側に問い合わ
せがあった。既往症があるが在学は可能かと。対応し
た教頭先生は「Clに関する SCの報告書をいつも読ん
でいて、Ｃ先生からも大丈夫だという話があり、Ａ先
生からもクラス内での Clの変化について話を聞いて
いたので、自信をもって大丈夫だとお答えした」と話
した。連携の大切さを垣間見る思いであった。その後
Clは志望校に合格した。♯81（?/1/25）では４枚連続
の物語を提示。その内容は次のとおり。１枚目「私の
お母さん（亡くなった実母）」、２枚目「私のお母さん
はふしぎな種をおいていって、天国へと旅立っていっ
た…」、３枚目「そのふしぎな種はやがて芽を出し、大
きな森となった。そして小さなキセキがおきた」、４枚
目「その小さなキセキは、森のおくで起きた。小さな
花が咲いたのだ。その花が見えるのは、あなたの心し
だいなのです」…絵はそれぞれハートと花で彩られて
いた。Clは亡くなった実母を慕っている。実母に対す
る思いは強い。♯82（?/2/1）では描画を３枚提示。
初めて「恋をしました」がテーマとなった。ヒントは
『耳をすませば』『千と千尋の神隠し』から得たと打ち
明ける。Ｃ先生より、この頃は仲良しの男子生徒とと
きおり一緒に下校しているとの情報をもらう。♯
83（?/2/15）では描画を４枚提示。２枚目の絵は揺ら
いだ円の中にいろんな形をした図形あり。「あなたと会
えた時は、キセキの始まりなのです。目標が達成した
ら、次は恋の始まり。あなたにとって、最高のキセキ
になるでしょう」と記す。〝恋"を語った。３枚目は大
きな星の周りに小さなハートがたくさん浮かんでいる
絵。「あなたがいるから、私がいる。相手がいるから、
今の自分がある。一人ではこの世界では生きてはいけ
ない。〝今の自分を大切に、相手を大切に、なによりも、
あなた自身を大切に"まちがいを恐れずに、前進しよ
う。そしてゴールにたどり着いた時は、大きなキセキ
がおこるはず」と記した。４枚目の絵にあるカップの
取っ手には「courage」と記してあった。思いは内から
外に向けて広がってきた。
Clは、幼少時、頭部手術を受けたＳ大学病院でお世
話になったＳ医師と看護師をネットで探す。しかし探
し切れず残念そうにする。実母と継母の見方について
尋ねた。すると次のように応えた。「お父さんは用事が
あるとき、妹と私の部屋に勝手に入ってくる。でも姉
（義姉）の部屋には絶対入らない。子どもを区別してい
る? それとお父さんはだらしがない。酔っ払う、電
気をつけっ放しにして無駄使いする、パンなど必要な
いものを買ったり、散らかして和室を自分の部屋のよ
うに使ったりする。これが嫌がられる理由」だと言う。
理想の男性は「優しい人、短気じゃない人」だという。
SCが「それって、お父さんと反対の人？」と言うと、
「ピンポン? あたり?」と苦笑。母親については「私
を産んでくれたお母さんは自分の母親で、やっぱり気
持ちと一緒になっている。お継母さんとは時間がかか
る…」と言う。Clにとって、継母が肉親になるにはも
う少し時間がかかるのだろう。
♯84（?/2/22）では「３月３日はＮ女子高校へ行く
日。９日は病院受診日で脳外科の先生と話す日。診察
はMRIの結果を見て変わったことがないかどうかを
診る。次に眼科受診。視野狭窄がないかを診る。この
病気は目も影響すると言っていた。今、視野が狭くなっ
た。手元が見えない」と言う。
高校合格直後に描いた第４回目実施の SPM のテー
マは「春うらら」であった。
♯85（?/3/1）では紙２枚で作った衝立つきの額の
絵、〝Happy Tree"を提示。♯86（?/3/8）では「階
段」と名付けた製作物を提示した。階段の周囲には小
さな星、ハート、円が浮遊。♯86（?/3/8）では父親
に携帯電話を買ってもらったという。校内持ち込み禁
止の電話をそっと見せた。スカイブルーの可愛いドコ
モ製の電話だった。「Ｃ先生のお店で買ったの」と言う。
Ｃ先生の実家は電器店で、電話も扱っていた。Clが３
階にある相談室の窓から外を見たとき、４時間目に登
校する女子の姿が目に入った。「あ、あの子、○○さん
だ」と言う。不登校気味で心に負担を持っている女子
であることは Clも知っていた。その女子をしばらく目
で追いかけた。その後、宿題のモーツァルトとショパ
ンの経歴をネットで調べた。お茶を１杯飲む。この日、
SCは Clの求めに応じ、Clとのツーショット卒業記念
写真撮影を行った。
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第４期：「～という思いを収める」段階［♯87（?/
3/16）―］
♯87（?/3/16）は卒業式だった。Clはしっかりした
足取りで、前をしっかり見て体育館に入場した。Clは
式の間中、演壇を見続けた。SCが３月末で退任するこ
とを Clはこの日に初めて知った。SCは演壇から Cl
を見つめた。穏やかな表情をしていた。卒業式の日に
もらった絵は、黒い用紙に白い文字で記した〝白"と
いうタイトルの絵。「私は白という色が一番好き。白と
いう色は、どの色にまぜても、おちついた色になって
くれるから…」と記した。
その日、SCは卒業生を見送るために玄関前に他の
先生方と一緒に並んでいたとき、Clのクラスの生徒か
ら色紙をプレゼントされた。クラス生徒全員から SC
宛のメッセージが綴られていた。そこに Clは「〝相談
室"でとてもお世話になり、自分はとても強くなれま
した。３年間ありがとうございました。（Clの署名あ
り）」と記した。居並ぶ教員に対して、生徒が順番に挨
拶をするとき、Clは照れくさそうに黙って SCの前を
通り過ぎた。Clの隣には Clの卒業を心から喜ぶ父親
がいた。父親は SCに気づき、近づき、無言で深々と挨
拶をした。SCも深々と挨拶をした。SCと Cl、父親と
の当学校内での最後の出会いとなり、これで面接終結
となった。
４．考察
⑴ 面接過程からとらえた思いの深まり
心理療法経過から、思いの深まりが Clの成長そのも
のであったことがわかる。テーマは「幼少時から脳の
既往症をもつ女子へのいじめ」であったが、そこを乗
り越えるのにある人は「他の生徒が Clの既往症の意味
をつかむこと」、「人権意識の向上」、「対人関係力の回
復」が大事だと言うかもしれない。しかし思春期・青
年期の心はそう容易く理解できるものではない。まず
他者が Clの病気を理解する前に、Cl自身が自己理解
を深めることが重要となるが、それがいかに難しい心
の作業であるかは、不治の病を抱える事例等でも周知
のとおりである。人権意識の向上も己を変えなければ
言葉が浮つく。これも大変難しい心の作業である。ま
た対人関係力の回復というよりも、成長途上にある青
年の場合は対人関係力の獲得と言った方が現実的であ
ろう。思いの心理療法では、〝自分の思い"に焦点をあ
て、対話を重視する。しばしば描画は対話を促進する
道具として用いられる。この場合、描画そのものに意
味があるのではなくて、描画を生み出す何かに注目す
る。以下、思いの深まりの各段階で生じたことについ
て考察する。
１)第１期「思いに苦しむ段階」
Clが抱いたつらい思いは、主に「〝デブ?"という身
体的中傷に関わる痛み、恐れ、不安」「〝上靴を隠され
る"という心理的負担に関わる嫌悪、不安」等のいじ
めに関係するものであった。「クラスの女子から悪口を
言われてショックを受けた」、「教室に入りづらいと感
じ始めた」と SCに伝えた。SCは時機を見て第１回目
の自分描画法を実施した〔♯４（?/12/17）〕が、「教
室で仲良しの友達と話している」（図３）という描画は
現状と裏腹の絵だった。描画より Clが苦しみに耐えて
いることが伝わった。Clは本面接をとおして両親と自
分との関係を問題にした。Clは短気な父親にいささか
閉口気味であり、優しい義母だが父親よりの姿勢を見
せ始め、父親の不満も言えなくなったことで生じた閉
塞感もあり、自宅での生活は決して楽しいことばかり
ではなかった。寂しかったのだろう。Clは打ち解けた
SCと一緒に帰ろうと何度も誘った〔♯７（?/1/28）、
♯９（?/2/10）、♯28（?/6/17）、♯30（?/7/1）〕。今
は一緒に帰ることが必要なときと判断した SCは、何
度か Clと一緒に下校した。安心感が欲しかったのだろ
う。Clは必死に耐えている〔♯13（?/2/18）〕。自立支
援学級への入級希望の有無を尋ねたが Clは答えが出
せないでいた〔♯17（?/3/11）〕。♯22（?/4/8）は２
年生になって最初の面談だったが、クラス替えがあり、
またいじめを受け「ちょっと怖い」と言った。♯23（?/
4/22）では「学校へ来るな。でぶ?」と言われ、いじ
めの再現があった。Clは一貫していじめに対する苦し
みを味わい、怖れ、嫌悪、不安感を感じていた。第１
期の課題が「向かう力を養う」ことに向けられたのは、
傷ついた心のありようからすれば自然なことであろ
う。しかし苦しみの中にいても、Clは着実に「向かう
力」を蓄えていったのがわかる。
２)第２期「思いにふれる段階」
この時期、Clは多くのことを体験した。「父親への反
抗」と「楽しい遊び」〔♯24（?/5/13）〕、「奉仕活動」
〔♯25（?/5/20）〕、「学習目標を立てる」のと「折り紙
を作る」〔♯26（?/6/3）〕、「超ミニスカート姿の女子
高校生」〔♯27（?/6/10）〕、「SCとの下校」〔♯28（?/
6/17）、♯30（?/7/1）〕、「父親への恐れを表明」と「SC
の守り」〔♯29（?/6/24）〕、「目の前で男女高校生がキ
スをする」〔♯30（?/7/1）〕、「不登校気味の女子生徒
の寝顔を見る」〔♯33（?/8/26）〕、「相談室で大の字に
なって寝る」〔♯34（?/9/2）〕、「２学期の目標を立て、
苦手なことをできるだけできるようにする、本をたく
さん読む、特技を増やすと記したこと」〔♯35（?/9/
9）〕、「父親から叩かれたこと」〔♯37（?/9/30）、♯
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39（?/10/14）〕、「家族で温泉へ行ったこと」〔♯38（?/
10/7）〕、「お金が欲しい…自由に動きたいという思いが
わいたこと」〔♯40（?/10/21）〕、「高校進学を決意」
〔♯41（?/11/4）〕などなど、「する力」が徐々に身に
ついてきていることがわかる。Clはつらさをこらえ、
一緒に帰ろうよと言うが、それも我慢できるように
なった。友達とも日常生活で折り合いをつけようと Cl
なりに努力した。「自分を自由にさせてくれるもの＝お
金」にも具体的にふれた。これらはいずれも何かを「す
る」力の養成と関わっている。しかし♯42（?/11/11）
ではまだクラスの女子から〝見られている"という不
安な意識があることもちらつかせる。思いに苦しむ第
１過程が少し顔をのぞかせた。
３)第３期「思いをつかむ段階」
思いの心理療法によれば、第３期は思いを両手で、
身体全体で、心で「つかむ」段階である。この時期は
「私は」「何を」「どのように」つかむのかが重要となる。
この場合、「つかむ」とは「思いを思いのままつかむ」
というニュアンスが隠されている。つかむためには対
象を意識し、何らかの働きかけを自分自身にすること
が必要となる。以下、Clがつかんだ対象と経過を、そ
の思いが生じた時間の流れに沿って項目別に記す。
①〝自分"をつかむ作業
♯43（?/11/18）で Clは静かに過ごした。「私は」
「心を」「落ち着かせる」、そんな静けさだった。♯48（?/
1/3）では、「私は」「私を」「女性として意識する」、ま
た「私は」「１学期の目標を」「提出物を期日に出す、
進路をしっかりと考える、約束をしっかりと守る、思
いやりのある人になると決めた」のも、「自分」をつか
む作業であった。♯60（?/6/22）以降、Clは自発的に、
何かにとりつかれたように絵を描き始めた。自分描画
法がそのきっかけとなったようだが、自分を表現する
手段を持ったことは意味深い。♯68（?/9/28）では「私
は」「理想の女性像を」「描いた」、３回目の自分描画法
（図５）〔♯69（?/10/5）〕では、「私は」「嫌なくらげ
（隠れているもの）」を「描いた」。くらげは白いクレヨ
ンで描いたので、よく見ないとわからない存在。嫌な
ものにふれてももう大丈夫、というメッセージが伝わ
る。Clは心の中にあった「不快な感情」をつかんだ。
くらげはこれまで SCにも言わず隠していた存在だっ
た。話すのが怖かったのだろう。♯71（?/10/19）以
降、Clは「キセキ」をテーマにした描画をたくさん描
き始めた。近くにある「キセキ」が高校合格、遠くに
は「保育士になる」という「キセキ」もある。「私は」
「皆を」「受け入れたい」〔♯72（?/10/26）〕、「私は」
「自分を」「優しい人にしたい」〔♯73（?/11/2）〕、「私
は」「自分が描いた絵を」「公開してもよい」〔♯74（?/
11/9）、♯75（?/11/16）〕、「私は」「自分のこれまでの
生き方を」「４枚の描画で表現した」〔♯76（?/11/30）〕、
４回目の自分描画法〔♯84（?/2/22）〕（図６）では「私
は」「自分を」「輝かせたい」というメッセージが前面
に出た。態度はいつものとおり落ち着いていて言葉も
少ないが、心の中は激しくうごめいていることが描画
からも伝わった。
②〝SC"をつかむ作業
その後、Clは一時であるが「私は」「SCを」「小山さ
んと呼んだ」〔♯44（?/11/25）～♯47（?/12/16）〕。
この頃、Clは SCを身近な存在として感じ始めたよう
だ。♯54（?/3/16）には「私は」「SCを」「もっと知
りたい」との思いから、「SCの家に遊びに行きたい」
とも言った。これは「SC」をつかむ作業である。面接
終了前の♯85（?/3/1）には、SCに幸福になって欲し
いというメッセージを託し、「Happy Tree」と記した
木の絵をプレゼントした。「私は」「Happy Treeを」
「SCにあげる」…Clから SCへの心のこもったお返し
だった。
③〝集団でいても大丈夫"という思いをつかむ作業
「私は」「修学旅行計画を」「ネットで検索し調査した」
〔♯49（?/1/20）、♯52（?/3/2）〕。これは「修学旅行＝
集団で過ごす」ことをつかむ作業と言える。この頃、
Clは学校行事も負担をあまり感じないで参加できる
ようになってきた。これは「学校行事」をつかむ作業
と見られた。
④〝高校進学（将来）"をつかむ作業
仲良しの３年生女子ＷさんがＮ女子高校を受験し合
格した。Clにはこのとき高校進学が現実のものとな
り、「私は」「高校受験を」「現実のものとした」〔♯50（?/
1/27）〕。♯55（?/5/11）の誕生日プレゼントのおねだ
りは、「私は」「誕生日プレゼントを」「SCからもらい
たい」というメッセージであった。SCはこの機会を活
かし、高校合格祈願のお守りをプレゼントとして手渡
した。♯57（?/5/25）では「私は」「自分の将来を」
「意識している」と、福祉に関連する新聞記事を提示し
た。Clは高校合格のための道筋を自分なりに確認。将
来の夢にふれ、つかむ一歩を踏み出そうとしている。
２回目の自分描画法（図４）〔♯58（?/6/1）〕では、
将来保育士になったときの夢物語を語った。「私は」「保
育士に」「なりたい」というメッセージである。高校の
体験入学に積極的に行くようになり、「私は」「高校と
いうものを」「味わいたい」との思いを深めた〔♯65（?/
8/31）、♯66（?/9/7）、♯67（?/9/2）、♯69（?/10/
5）、♯70（?/10/12）〕。そして「私は」「入学願書を」
「（相談室に）持参した」〔♯78（?/12/21）〕。
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⑤〝父親"をつかむ作業
♯51（?/2/17）では「私は」「父親の行為を」苦笑
しながら「嫌だと言えるようになった」。父親はこう言
う人だと割り切れるようになってきたと同時に、父親
への怒りも自分で沈静できるようになった。これは「父
親」をつかむ作業と言える。♯70（?/10/12）では「私
は」「父親を」「滑稽に思った」と言い、怖いというイ
メージが強かった「父親」をつかんだ。もう父親は怖
くない。
⑥〝いじめ"をつかむ作業
♯53（?/3/9）では「私は」「勉強を」「したいと思
う」ようになり、少々のからかいやいじめには、耐え
られるようになった。これは「いじめ」をつかむ作業
であった。♯79（?/1/11）では Clをいじめた男子の
脚を少し引っ掛け、小さな復讐を遂げる。「私は」「い
じめを」「やっつけた」〔♯79（?/1/11）〕とのメッセー
ジが伝わった。♯86（?/3/8）で Clは相談室の窓から、
知人の不登校傾向のある女子が４時間目に登校したの
を見た。いじめに絡んだ人でもあった。Clは「登校困
難」という苦しい思いをつかんだようだ。
⑦〝女性性"をつかむ作業
♯56（?/5/18）で Clは「生理が２回あった」と SC
に打ち明けた。これは「私は」「自分を」「女性として
感じている」というメッセージであり、女性であるこ
と（＝成長）の受け入れ作業をしていると考えられた。
⑧〝奇跡"をつかむ作業
♯71（?/10/19）以降、「キセキ（奇跡）」という言
葉が描画のキーワードとなった。「miracle」という絵
を提示。それには「あなたは奇跡を信じますか？ 私
は信じます。だって心と心で通じているから」「できな
いときめつけないでいれば奇跡はきっとおこるはずで
す」と記されていた。♯74（?/11/9）に提示した絵は
上から大きな半円が描かれ、大小10個の円が浮遊しカ
ラフルな絵である。「私とあなたがいるから、奇跡（赤
い文字で強調）はおこる」と記す。ビー玉が光の反射
を受けて個々に輝く。SCは今日の昼食を Clのクラス
でとることになっていた。Clの隣の席が空いている。
Clは「座って」と言い、SCは Clの隣席で昼食をとっ
た。給食中、Clはナイロン袋を持ち歩き、「蓋を入れ
て?」と言いながら牛乳の紙蓋を集めだした。その日、
Clは回収当番だった。SCはクラスでも居場所の確保
ができていることを確認。♯75（?/11/16）では絵を
相談室ノートに描く。小さな花の周りに、いろんな色
の丸いものが８つ取り巻く。背景は薄い青色の斜線。
右側に「みんなちがって」、左側に「みんないい?」と
記した。♯76（?/11/30）ではイラスト入りの詩集を
持参。「小さなポケットミニ」と記した写真入れに入れ
てある。全部で４枚あり。いずれも題名はなくカラフ
ル。「私の歌。世界に広がれ。世界が一つになったとき
世界のどこかでキセキが起こる。目には見えない小さ
なキセキが」「きがつかないうちに 差別をしているこ
とがある。同じ動物どうしなのに…。差別されている
動物の気持ち あなたには分かりますか、この気持ち
が分かる時 世界が一つになった時、目には見えない
小さなキセキがおこる」「一つの種からいろんな花が咲
く。あなたは一つの種。いろんなキセキの花を咲かせ
図2 イラスト入りの詩集例
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よう?」「身の回りの物。よく見るとちがっているよ。
その時はキセキがおきる瞬間だから」（図２）と添え書
きした。
Clは「キセキ」にこだわっている。SCは受験を前に
して、「合格」というキセキが起こることを強く願った。
面接をどうするか、ここでやってみようということに
なった。面接の真似事をした。SCは前向きな力が Cl
に働いていることを感じた。「あと少しだ。やるぞっ?」
という Clの意気込みが伝わった。
⑨〝母親"をつかむ作業
♯81（?/1/25）で Clは実母に対する思いを４コマ
連続のイラストで表現し提示した。Clは病気で亡く
なった実母を慕っている。実母に対する思いは深い。
義母が嫌いなのではない。実母を自分の中に収めなけ
れば義母とは素直に付き合えないと言っているように
SCは感じた。Clは今、「実母」をイメージの中でつか
もうとしている。Clはおそらく面接中、ずっと「実母」
にふれ続けていたのだろう。
⑩〝恋"をつかむ作業
♯82（?/2/1）の描画では初めて「淡い恋」がテー
マとなった。この頃は、仲良しの男子生徒とときおり
一緒に下校することもある。もう SCを誘わない。
?〝既往症"をつかむ作業
♯83（?/2/15）では既往症の自己理解を図った。「病
名は（まだ）知りたくない」という Clの言葉は、既往
症についてはまだ「ふれる段階」にあることがわかる。
自己理解を急いではならない。
以上つかむ段階での Clの心の展開を見れば、つかむ
対象はさまざまで、それも時間の流れでひとつの出来
事が次の出来事を触発するという印象をもつ。筆者は、
面接は「時間（＝思いが深まる段階）を飛ばしてはな
らない。SC主導で時間を飛ばし SCの関心あるテーマ
で面接を展開しようとすると、Clの自然な心の流れが
妨げられる。だから Clに添っていくことが必要とな
る」と感じている。つかむ対象（＝テーマ）を時間系
列で見ると、最初のテーマは Clの意識表層にあり、ふ
れやすい（例：自分、SC、集団…）。学校で往々にして
問題として上げられるテーマでもある。しかし後に出
てくるテーマ（例：既往症、恋、母親…）ほど Clの深
層にあり、ふれるのが難しいことがわかる。これは Cl
が対話によって思いを深めたというひとつの証とな
る。小山（2002）の思いを重視した対話療法では思い
の深さを問題にする。
４)第４期
♯87（?/3/16）の卒業式の日、第４期に入ったと思
われる。Clは「白」をテーマにした描画を SCにプレ
ゼントした。白は何でも描きこめる。真っ白な自分で
いたいとの思いが伝わった。収めの作業開始である。
援助者の「動く心」は Clの心のありように沿うよう
に動くことが重要であり、「沿わずに動くと互いの心が
ずれ始める」という心理的事実は多くの臨床家が体験
するところであろう。思いの深まりの過程仮説（小山：
2002a）では、たとえば第１過程においてある思いが停
滞しているとき、重い心の病をわずらっている場合を
除き、いきなり第３過程が出現するはずはないと見る。
対象は「ある思い」であり、思いの深まりは Clにより
異なる。Clの思いに添うというのは、Clの思いの深ま
りと同じ深まりを共有するということである。具体例
をあげる。第２段階での「する力」の「する」の内容
が重要なのは周知の事実だが、その際「どのような心」
を使って「何をする」のかについて、Clの思いの深ま
りに沿って設定していくというのが援助者の仕事であ
ろう。SCが本事例の Clに対して大切にした「する」
仕事を次に示す。「黙って」「聴く」（第１段階）→「思
いをやりながら」「Clの願いをわかろうとする」（第２
段階）→「Clの思いをつかもうとしながら」「Clの体
験を見守る」（第３段階）→「Clの思いの意味を共有し
ながら」「意思を育む」（第４段階）であった。
⑵ 父親の思いの深まり
♯２（?/9/10）で SCは初めて父親に会った。このと
き父親は娘に対する周囲の無理解を嘆き、「娘を理解し
てくれる人を探している」と述べた。父親には悲嘆、
嫌悪、不安、無力感が漂っていた。これは小山（2002
a）が示した思いの第１過程（思いに苦しむ）をよく反
映している。♯８（?/2/8）で父親よりメールを受信。
この中で父親は Clに対する執拗ないじめにふれ、激し
くこれに抗議。怒りが前面に押し出され、学校側に説
明の申し入れを求めた。父親は「する力」を押し出し
ている。その一方、Clの心の状態を丁寧に見ている。
娘を守るために、また会うだろう SCに「娘をどうぞよ
ろしく」と依頼した。Clを守ろうとする肉親の愛情を
SCは感じ取った。SCは父親宛てにメールを送信〔♯
10（?/2/11）〕。SCが Clをどのようにとらえている
か、Clに対する見方と対応の姿勢を伝えた。SCは父親
との連携を図った。父親は♯11（?/2/13）にメールを
再送信した。父親は自宅での Clの様子と、相手の気持
ち、目線、立場に立って考えることができない Clの周
囲にいる大人を嘆き、落胆を示していると伝えた。「こ
れからもアドバイスよろしくお願いします」との結び
があり、連携が緊密であることがうかがわれた。♯
12（?/2/13）で SCより父親へ返信メールを送信した。
メールのやりとりで SCはよりいっそう父親との連携
を図った。SCは、（「死ね」を「あっちへ行け」と同じ
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ような意味でいとも容易く用いる感覚に問題があるよ
うに思うこと、人をいとも容易く傷つける人間は、い
とも容易く傷つけられる傾向があると感じているこ
と、SCは、Clから「傷つけられているけれど、じっと
我慢する心のありよう、Clの輝く目をじっと見ると、
大人の私が教えられること、強くなれと…これからも
Ｋ子さんの件で動くこと等を伝えた。父親は再びメー
ルを送信〔♯14（?/2/24）〕。周囲の大人の無理解を嘆
くも、「今が踏ん張りどころ」だと言う父親を SCは支
持。SCは父親との連携を図った。
♯15（?/2/25）で SCは父親へメール送信。Clが気
持ちよく学校生活を送ることができる、これをめざし
て進んでいきたいと伝え、いじめは許されないことを
肝に銘じなければならないことも SCの意思として伝
えた。♯16（?/3/5）で SCより父親宛てにメールを送
信。次年度のクラス編成に関して父親の意見を聴いた。
普通クラスと特別支援学級への所属という選択がある
が、これをどのように位置付ければ Clの学校生活がス
ムーズになるか、Clの意向をふまえて SCが動くこと
を伝えた。SCは学校関係者とこの件で相談中であっ
た。何よりも今の Clの状況をつかんで、もっとも有効
な環境を整えることが大事だと考えていると伝えた。
父親よりメール受信〔♯18（?/3/11）〕。現学級に在
籍しながら特別支援学級にも通うという形をとるかど
うかについて迷いあり。父親は「みんなと一緒に授業
を受けられることを希望しますが、どうも Clは特別支
援学級へ行きたがっているようです」と冷静に Clを見
ている。両親も普通学級に必ずしもこだわってはいな
い様子あり。クラス編成に際して、Clの知能検査を実
施することにも特別な抵抗はないようだ。WISC-?を
実施。その後父親へメール送信〔♯21（?/3/12）〕。Cl
は相談室で、自分で調整をとりながら学校生活を送ろ
うとしていること、今後とも何か支えになれればと
思っていることを伝え、父親とのよりいっそうの連携
を図った。父親からのメールはその後なく、SCが父親
と次に出会ったのは Clの卒業式の日だった〔♯87（?/
3/16）〕。式が終わり、校庭に居並ぶ教員に、順次卒業
生が別れの挨拶をする場面となり、Clはちょっと照れ
くさそうに SCの前を過ぎ去った。隣に喜びを隠せな
い父親がいて、父親は SCに気づき何も言わず深深と
挨拶をした。SCも同様に挨拶を返した。これが Clと
の最後の対面であった。思えば♯21（?/3/12）にはも
う父親は Clに対する思いを定め、自分の動き方もわか
り、そのうち全体を見通せる力をつかんだのではない
かと思われる。SCは連携の大切さを肌で感じ取った。
⑶ 自分描画法からみた Clの思いの深まり
小山（2008）によると、自分描画法は保育園児から
適用可能である。自己を対象化することの難しさと、
心理的環境に関するイメーの揺らぎを感じている人は
多い。自分描画法は心を外界に投映し、描者に自分と
いう存在に対する気づきを高める道具としてひとつの
心理査定法であり、同時に治療的対話をしながら描画
するため、本描画法そのものが心理療法という側面を
もつ。SCは Clに対して結果としてみると４回自分描
画法を実施したことになる。結果として Clは自分描画
法をとおして自分を表現できるようになった。
♯４（?/12/17）で SCはおもむろに SPM に誘った
（１回目描画）。描画に取りかかるときには少し面食
らったような表情があったが、目立った描画への抵抗
はなく、描くほどに熱がこもった。Clはクレヨンと色
鉛筆を使用した。描画テーマは「教室で仲良しの友達
と話している」（図３）。絵を描き終えて Clは次のよう
に話した。
「晴れた日にクラスの友達のＩさんと、教室でいろい
ろ話していました。その話の中身というのは、何の動
物が好き？ どういう服が好き？ とかいった話でし
た。そういう話をしていたら、外に猫がいるのに気が
つきました。とてもかわいい猫でした。その猫に給食
の残りをあげました。猫は喜んで食べました」…
日常の静かなほのぼのとした生活風景で、苦悩は認
められないような物語だった。クラスメートからいじ
めにあっている現実からはほど遠い、Clの期待感が表
れた絵だと思われた。Clには「クラスの皆と仲良くし
たい」との思いがある。このあと Clはピラミッドづく
図3 第１回目 SPM
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り、本読みなどをして過ごした。相談時間が終わる頃、
唐突に「母親は再婚だ」と述べた。母親との関係が課
題としてありそうに思えた。この日はその後２回（昼
休み、放課後）相談室に出入りした。事例の経過から
見て、第１回目の自分描画法は描画行動を促すきっか
けとなったと考えられた。
♯58（?/6/1）で第２回目の SPM を実施した（図
４）。
描画法に取りかかったとき Clは若干考え込んだが、
描き出すと止まらなかった。絵についての物語は次の
とおり。「想像の仲で、私が保育士になったつもりの話。
ある晴れた日、外に散歩に行こうと皆で出かけた。お
花畑でモグラがひょっこり顔を出して、皆が可愛い
～と言ったら、モグラが驚いて引っ込んだ。保育園に
変える途中、猫がいた。その猫はなついちゃって、あ
とをついてきたので、園で飼うことにしました」と楽
しそうな表情で勢いよく話した。
１回目と２回目の SPM 実施の間にはおよそ１年半
あったが、Clは２回目の SPM を体験した直後突然絵
を描き出した。SPM は Cl自身の気持ちの吐き出しを
活性化したものと考えられる。その描画内容を追って
見ると、「教室で仲良しの友達と話している」と題した
１回目の絵は、今、現実には友達と話せない状況にあ
ることと裏腹な絵であり、これは Clの願望を表した絵
だと思われた。２回目 SPM のテーマ、「私が保育士に
なったつもりの話」では、今なりたい職業を描いた。
Clは保育園での楽しかった思い出を今でも忘れてい
ない。保育園で接した保育士は優しかった…その思い
は今もある。Clは人から優しくされること、人に優し
くすることを思い描いている。やさしくふれることの
意味を課題としている。
第３回目の自分描画法（図５）は♯69（?/10/5）に
実施された。
描画後の物語では「私の席は黒板の一番前で、隣に
いるＹさんがとても嫌で、気持ち的には海かどっかに
行って気分転換したい気分。隣にいるのはくらげ。く
らげはやわらかくてほわんほわんとしている。けど触
ると強敵? Ｙさんなの」と説明した。気になるもの
は「クラスの中のＹさん」で、隠れているものは「く
らげ＝Ｙさん」。ClはＹさんを警戒している。市立図書
館で講談社発行『千の風になって』を借り持参。描画
を４つ提示。また「相談室通信」への描画掲載にも意
欲を示す。10月９日にＯ高校への体験入学をすると言
う。美術部か華道部に関心あり。Clのペースでいろい
ろなことが進んでいるのがわかる。この日はおしゃれ
というほどでもないが身だしなみを整え、いつもと
違った感じがした。
教室場面の SPM で、Clは今描きたいものをそのま
ま描いたと思われる。それは「くらげとの対決」であっ
た。まだ Clはくらげとどのように向き合えばよいのか
がわからない。しかしくらげを描けたことは意味深い。
Clはくらげをつかもうとしている。Clは多数絵を描い
たが、その中で、唯一具体的に不快なものを描いた絵
だった。高校の体験入学に参加し、キセキが起こるこ
とを願った Clの思いが高じたときと同期している。
〔♯84（?/2/22）〕の第４回目の SPM は高校合格直
後に描いた「春うらら」の絵であった（図６）。Clは「旅
立ち」をテーマにした。真ん中に Clの制服姿を描く。
右上に高校の校舎。絵を見ながら Clは「Ｎ高校に合格
して春うらら～みたいな気分の自分。どうやら心配し
ていることがあるらしい。それは高校のことだった（み
んなについていけるか～とか、先生方のきたいに答え
られるか～とか）。そんなとき、ふと足もとを見ると、図4 第２回目 SPM
図5 第３回目の SPM
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ピンク色のハートの花（⁉）が咲いていたのに気づい
た。それは忘れかけていた思い出や、心の支えになっ
てくれた人達だった。それに気づいた自分は、新しい
一歩を歩んでいくのでした。ジャンジャン ～おわり
end～」と記した。隠れているものは「小さな花」。「信
頼できる人。だからハートで描いたの」と説明した。
自分を支えてくれた人達を忘れてはいけないとの自戒
の念が伝わった。同日の放課後、Clはまた別の絵を SC
に手渡した。くねった糸の周りに小さな形をしたもの
が浮遊。何かはわからない。タイトルは「魔法の糸」。
「魔法の糸、それは目には見えない糸。でもいろんな場
所で役に立つ。この糸をいつまでもつかえるようにす
るのが、あなたなのです」と記す。
絵そのものから Clは何かをつかんだことがわかる。
これから起こるだろうことを Clは期待を込めて描い
た。SPM は面接の深まりを反映しているように思わ
れた。しかし最初の SPM があまりにも自己肯定的な
絵だったことから、描画内容からだけでは Clの心の状
態を推し量ることは難しいこともわかった。SPM は、
同じ個人に対して面接の中で継時的に実施していくの
が望ましいと考えられた。この４回目描画が最後の
SPM となった。
⑷ SCと教師―親との連携
Clが経過報告で見るように成長を遂げたのは、SC
とクラス担任Ａ先生、Ｂ先生、Ｃ先生、そして教頭・
校長先生との連携が背景にある。とくにＣ先生の存在
は大きかった。Ｃ先生は常時学校にいて、いつでも保
健室で Clを受け入れることができる体制にいた。Cl
の目にはＣ先生が慈母（母親代わり）と映ったのでは
ないかと SCは思っている。そうだとすれば週に１度
顔を合わす SCは父親代わりになったのかもしれな
い。ClにとってＡ先生はそのまま担任の先生として素
直に映り、ClはＡ先生を信頼していた。Ｂ先生も Clに
優しく接し、いつも見守っていた。Clの動きはすぐに
SCに届き、SCはこの３年間、ずっと Clを見ていたこ
とになる。週に１度の SCの勤務を補完する意味でも、
朝と放課後のＣ先生との打ち合わせは重要だった。Ｃ
先生は受容的な人柄で、情報はすぐに関係する先生方
に伝わった。SCが毎回書いた報告書を教頭・校長先生
は読み、SCとの話し合いに活かされた。学校臨床では
あまりにも多彩なことが事例に忍び込み、援助の枠組
が造りにくい。SCには配慮、気配り、少し先を見通せ
る感性も求められるだろう。誰にでも「思い」はある。
Clも悩むが教師も悩んでいる。学校臨床では、援助は
Clに関わる者すべてがうまく連携して実現できるも
のではないか、連携の大切さを心底教えられた事例で
あった。
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Hardship and spirit in a female junior high school student who underwent
 
brain surgery in infancy.
Mitsuto KOYAMA
(Fuji Women’s University,Faculty of Human Life Sciences,Department of Early Childhood Care and Education)
This article is a case study of a female junior high school student aged 13 years and
 
11 months who had developed a cerebral disorder in infancy. Psychological problems
 
increased at puberty and she experienced bullying from male students in her class. She
 
underwent a total of 87 interviews during a period of 2 years and 6 months. The author
 
met with her school counselor and heard that the student herself had requested the
 
interviews. In this report, we put great importance on the relationship between the
 
student and the school counselor and examined the interview process from the viewpoint
 
of “OMOI.”(Koyama:2002). The student has now matriculated to her desired high
 
school and has sincerely faced and overcome the difficulties of her existence for the
 
3-years of junior high School.
Key words:“OMOI”,Self-Portrait Method (SPM),school counseling
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